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平成 28年度に開設した教職大学院は４年目を迎えました。今年度は、現職教員学生 13名と学部卒学生５名を新たにむかえ、
２年目の３名を加えて、21名の学生でスタートしました。
教職大学院の特徴は、現職教員学生一人ひとりの個性にあると思います。様々な問題意識、学校現場の課題をもって集まって
きます。一緒になって、講義で討議や省察を繰り返します。それぞれが置籍校等において、学校経営や授業実践、個に応じた指
導を試みます。
フレッシュな学部卒学生もいます。その柔軟
さ、率直さ、そして若さが大きな可能性となる
でしょう。本物の「職員室」のような院生室の
中で、教職の実際を学んで吸収し、大きく育っ
ていくようです。
教職大学院では、令和２年度に向け、改組
に取り組んでいます。教科領域の教育を含め
て、３コースそれぞれを充実させます。学生
定員も、担当する教員も増えて、さらに活発と
なるでしょう。本学の特色である「発達支援の
理念に基づく」を踏襲しつつ、新たな方向を
切り拓いていこうと思います。
皆さんにご協力、ご支援をいただくことが
多々ありますが、よろしくお願いいたします。

さらなる充実へ　　  　　　　専攻長　武藏博文

入試日程につきましては以下のよう
に予定しております。（詳細はお問い
合わせください。）

Ａ日程　　2019年11月30日（土）
Ｂ日程　　2020 年  1 月 25日（土）
Ｃ日程　　2020 年  2 月 29日（土）

8月 24日 ( 土 )13 時より，教職大学院
説明会を本学幸町北キャンパス（研究交
流棟）にて開催します。詳細については，
ホームページをご参照ください。

★ 次年度からの一層の充実をめざした改組を予定しているため、募集要項の配
布は８月下旬頃を予定しています。概要掲載のパンフレットにつきましては、
各教育関係機関に送付させていただきました。2020 年 4 月から下記のような
点で、より充実した内容となるように改組を予定しています。

★ 学生定員が 14名から20名になります。
★ 専任教員も増員し、より充実した授業科目の内容改善を行います。また、学
校危機管理に関する科目や教科教育に関する科目の一部新設を行います。

★ 「特別支援教育コーディネータコース」が「特別支援力開発コース」と名称変
更します。

★ 「特別支援力開発コース」は、学部卒学生が入ることができるようになり，特
別支援学校教諭専修免許状が取得できるようになる予定です。　

2020年度からの新たなステップへと向かう本学教職大学院

令和 2年度入試のご案内



教職大学院に関する情報は http://www.ed.kagawa-u.ac.jp/~kyoshoku/

院生の声

●松原 玲奈
教職大学院では修士論文のか

わりに教職実践研究発表というも
のがあり、これは私たちストレー
トマスターにとって 2 年間取り組
んだ研究の集大成を発表する機
会となります。
「こういう授業をしたらどうなる
かな？」「これって子供たちの学
びに活かせるのかな？」など自分
自身が研究したいと思う内容を思
う存分に研究し、そして発表する
ことが出来るので、現場に出る前
にもう少し学びたいという方には
ぴったりだと思います。ぜひ一緒
に学びませんか。

From the graduate students

●藤川 結稀
「小学校の先生になりたい！」
夢を叶えるために、私は県外の
大学から教職大学院に進学しまし
た。大学院と学部の講義の両立
は大変ですが、ここで出会ったみ
んなに支えられ、充実した時間を
過ごしています。また、大学院で
学んだことと学部の講義で学んだ
ことが結びついたとき、自分にとっ
て深い学びができていると感じま
す。小学校教員になりたいという
思いを諦めずに、教職大学院に
進学してよかったなあと心から思
います。

●十河 広志
私は実習が印象に残っていま

す。附属小学校で実習を行う際、
講義での学びを生かすべく授業
を多様な視点で参観しました。留
意したことは新学習指導要領を踏
まえた教育活動や評価などです。
また、授業後にはリフレクション
を綿密に行いました。指導教員
や教授、院生からご指導いただ
いたり、ビデオで撮影して一つ一
つの活動を振り返ったりしました。
今後も講義と実習それぞれの学
びを結び付けて、実習をより豊か
なものにしていきます。

●石床 尚也
私は、教職大学院に来てから

の半年間で、実習が一番印象に
残っています。私は理学部数学
科出身で学部時代の実習は 1 回
だけでした。学部時代の実習も
多くの学びがありましたが、教職
大学院での実習では授業や学級
経営などの力が徐々に身につい
ていると実感しながら過ごせてい
ます。その中でも一番大きいのは、
自分が授業した後に実習担当の
先生が具体的なアドバイスをして
くださるので、半年間でも大きく
変わったと感じています。

●別所 遥
教職大学院の院生控室では、
現職の先生と学部卒生が机を並
べて一緒に研究に取り組んでいま
す。実習の授業づくりで悩んでい
る時には、隣の先生が実際の子
どもの反応や教材について、現
場経験をもとにたくさんお話してく
ださいます。また、先生方の温か
い声かけが聞こえる院生室は、ま
るで現場の職員室のようです。教
職大学院の魅力は、専門的な教
養を学べる授業だけでなく、この
院生控室で先生方と交流もできる
ところだと思います。

●大野 明子
教職大学院の授業は学部の授
業と違い、座学だけでなくディス
カッションを多くしています。ディ
スカッションの中で校種による見
方考え方の違いや、現職の先生
方の実体験を踏まえたお話など多
くの学びがあります。また、学部
の授業では学びきれなかった学
校経営や教科の本質など今まで
の考えからさらに一歩踏み込んだ
学習ができます。現職の先生か
ら、今の教育の実態を知りながら
教育について日々学ぶことができ
ます。

●山地 俊徳
毎年 12 月に「香川の教育づく

り発表会」が行われます。昨年
度も、教職大学院の修了生が、
フォローアップ・プログラムの一
環として、在学中の研究を生かし
た置籍校での実践事例を発表し
て下さいました。理論と実践の往
還に基づいた発表内容は、非常
に説得力があるとともに、新たな
視点を取り入れた事例から、学
び続ける教師の姿を見せて下さ
いました。今後、私自身も貪欲に
学ぶ姿勢を大事にして励んでい
きたいと思います。

●森岡 翔哉
教職大学院に来て、本当によ
かった――。夜、ベッドの上で今
日一日を振り返るとき、私はいつ
もそう思います。その理由は、日々
の講義にありました。
講義では、知見を広げ、学び

を深めるべく、現職教員学生と学
部卒学生が一緒になって討議に
臨みます。現場の生の声を聞け
るだけではなく、私のような学部
卒学生も自分の意見を表現できる
機会が多いです。充実感でいっ
ぱいの時間を、教職大学院でと
もに送ってみませんか。
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